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 ほぼ完全 にプ ライベ一 トを隠蔽 し、 エ ッセイ等 の小説以外 の文章 もあ ま り
書 か ないThomas Pynchonに 関す る2000年 代初頭 の数 少な いニ ュ一スに、
アニ メ番組The Simpsonsへ の声 の出演 と (2004年1月 に紙袋 を頭 にかぶ
り、Pynchonと 書 かれ た プ ラカ ー ドを持 った人 物 として登場)、 Penguin
版George OrwellのNineteen Eighty-Fourの 新 装版1)に彼 が書 いた序 文が
添え られ た ことが ある。 全米 で人気 のTV番 組 と管理 社会SFと い うこの二
っの組み合 わせ は、 否 が応 で も1984年 の レーガ ン政権下 、 映像 メデ ィア に
支配 され るアメ リカを描 いた彼 の第四長編Vineland)を 思 い起 こさせ る。
 この序 文が書 か れ る前 か ら、Vinelandへ のデ ィス トピア文学 の古典 と も
言 うべ きOrwellの 小説 の影響 は指 摘 されて きた。 M. Keith Bookerが 書 い
て い るよ うに3)1984年 とい う年代 設定 と同様 にあか らさ まな ア リュー ジ ョ
ンは、TV中 毒 の麻薬 取締官Hectorが 深夜TV映 画が軍 の機密 映像 の混線
によ って 中断 された と きに感 じる"As if the Tube were suddenly to stop
showing pictures and instead announce,`From now on,1'm watching
you'"(340)と いう感覚 だ ろ う。 もちろん これ はOrwellの 小説 に登 場す る
視聴 者 を監視 す るTV, telescreenと 、 独裁者 のポスターに書 かれ たス ロー
ガ ン"BIG BROTHER IS WATCHING YOU"(3)を 連想 させ る。
 だ がVinelandで 描 か れ る1984年 に は、21世 紀 の現代 で は小 型 のCCD
カメラと していた る ところに設 置 されて いる監視 カメラは一般的 でな く、 ま
た密 か にその映 像 を遠方 の監 視者 の元 に送 る回 線が張 りめ ぐらされて いた
と は想 像 しが た い。で はHectorの 妄 想 は、単 な るOrwellの 作 品 へ の ア
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リュー ジョンに過 ぎないのだ ろうか。
 また作中 でHectorと 同様 にTVと 密接 な関係 にあ るのは、 Thanatoidと
呼 ばれ るTV中 毒 者 の ゾ ン ビた ちだ ろ う。彼 らは過去 に受 け た非 道 に対
す る公 正 な裁 きを待っ犠 牲者 で あ る と同時 に、 映像 メ デ ィアの中毒 にな っ
た 現 代 人 の 戯 画 で もあ る。 彼 らの相 談 役 で あ る カ ル マ 矯 正 師Takeshi
FumimotaはTVが生 と死 の境界 をあ い まい に した と考 え るが(218)、 彼
らの"like death, only different"(170)と い う状態、 お よび主要登 場人物
が経 験す る ことの多 い幽体離 脱的体験 と映像 メデ ィアには関係 が あるのだ ろ
うか。本論 では一見無 関係 な これ らの問題 を、共 に作品 に頻 出す る 「死者 の
まな ざ し」、 または 「生命 なきまな ざ し」 のモ チー フと関連 させて考察す る。
1
 Vinelandの 交錯 す るプ ロッ トの中で、過 去 を扱 うもの の一 つ は政 治 と ド
ラ ッグの時 代、60年 代 の ロサ ンゼル ス近 郊 で の学 園紛 争 を、主 人公 の少 女
Prairieの 母親 で映像 ゲ リラ集団24 fpsの 一 員で あ るFrenesi Gatesを 中心
に描 いた ものであ る。彼女 は大学生 たちが キ ャンパ スで設立 した ミニ国家、
"The People's Republic of Rock and Roll"(209、 以後PR3と 略)の 崩壊
の際 に、 愛人で もある連邦検察官Brock Vondの 手 によ って山奥 にあ る彼
の政治犯収容所、"Political Re-Education Program, or PREP"(268)に
連 れ 去 られ て しま う。彼 女 の 同 志 で あ る女 忍 者DLと24 fpsの 残 党 は、
Frenesiを 奪還 す るた め に、 も とも と核 戦争 時 の疎 開 地 と して建設 され た
PREPに 通 じる極秘扱 いの政府専 用 フ リー ウェイを4輪 駆動車 で走 破す るが、
運転 中に道 路わ きに奇妙 なモ ニュメ ン トが設置 されて いるのを発 見す る。
Every hundred feet or so, just off the shoulder, was a slender pole 
holding a medallion about the size of a party—size pizza, with a 
face on it, not something generalized to represent, say, the
一24一
Ordinary American, but a particular human face (251)
あ るモニュメ ン トの銘 文 には、その顔 は"American Martyr in the Crusade
Against Communism"(251)のものであ ることと彼の物語 が書 かれて い る
ことか ら、 それ らはア メ リカの愛 国的 な戦死者 たちを記念 す るものであ る と
推 測 で き る。こ れ ら の 顔 は ド ラ イ バ ー た ち を"astrangely personai
expression, as if,just about to speak"(251)を 浮かべて見っ め るだ けで
な く、 目の部 分 に以下 の よ うな精 巧 な仕掛 けが埋 め込まれて いる。
As they [DL and her comrades] discovered when they got 
moving and one by one new stone-colored medallions appeared 
through the rain, in their headlight beams, each of these folks' 
images had given eyes designed to follow whoever was driving 
past, so the Nomad [their car]'s progress was observed, perhaps 
appraised, by silent miles of oversize faces  .... (252)
このBig Brotherの 巨大 なポ ス ターの目、"the eyes[which]follow you
about when you move"(3)に よ く似 た 「追いか ける目」 は監視 用 の装
置 とは考 え に くい。その よ うな装置 に こうい った特 徴的な外見 を与 え る こと
は、 ひそか に観察 す るとい う本来 の 目的 と矛盾 して いるか らだ。 おそ ら く目
はただの飾 りで、 道路脇 に赤 外線 セ ンサー等 を設置 して通行 す る車 の位置 と
速度 を計 測 し、 目の動 きを コ ン トロール してい るのだ ろう。 だが い った いな
ぜ この フ リーウ ェイ の建設者 は、 こうい った手 の込んだ不可 解 なモニ ュメ ン
トを設 置 したのか? 語 り手 も我 々読 者 と同様 に不気味 に思 い、疎開 地へ の
避難 民を楽 しませ勇気づ けるためか、 また は渋滞 に巻 き込 まれ た子供 た ちの
気 を紛 らわす ためで はないか と推測 をめ ぐらす(252)。 この疑問 は小 説 の中
で解 消 され る ことはないが、 これ らのよ うな不 気味 なまなざ しの モチー フに
っいて考察す る ことは有意 義で あ ると思われ る。
視力を持たないが、人々に自分たちは監視されているという印象を与え
一25一
る 生 命 な き 目 、 と い う モ チ ー フ は 作 品 中 に 頻 出 し て い る 。 た と え ばPR3が
設 立 さ れ たCollege of the Surfの 学 生 た ち は 保 守 的 で 従 順 で あ り、"a hair-
cut and dress code that Nixon himself confessed to finding a little
stodgy"(204-205)を守 つ て い た が 、 そ の キ ャ ン パ ス は ま さ に そ の"a quiz-
z兤al Look"(205)を 浮 か べ た 巨 大 な 大 理 石 のNixon像 に よ っ て 見 っ め られ
て い る 。 そ し て こ の よ う な 目 は 単 に モ チ ー フ と い う だ け で な く、 こ の 小 説 の
重 要 な2っ の テ ー マ 、 メ デ ィ ア とパ ラ ノ イ ア と 結 び っ く こ と に よ っ て 、 作 品
の プ ロ ッ トに か か わ っ て く る 。
 Frenesiの も う 一 人 の 愛 人 で あ る 数 学 者 のWeed Atmanが 彼 女 と の 密
会 の た め に 高 速 道 路 を 飛 ば し て い る 際 に 、 彼 は バ ッ ク ミ ラ ー に 写 る
"stridently hypnotic
, often incoherent radio and TV commercials"
(226)を 放 送 して い る い か が わ し い 歯 医 者 、Dr. Elasmoの 顔 を 見 る 。(後 に
彼 はBrockに よ るWeedの 洗 脳 工 作 に 加 担 し て い た こ と が 明 ら か に き れ
る ○)Weedは す ぐ に 、 彼 の"a deep glittering sideswung gaze"(226)、
"that stare
, chilling in its certainty that it knew who Weed was" (227)
の 虜 に な り、 そ の 結 果 以 下 の よ う な パ ラ ノ イ ア に 陥 り 、Elasrnoの オ フ ィ ス
へ の 呼 び 出 しに 応 じて し ま う。
Soon, in beach-town bars and country saloons ... anyplace inside 
a hundred-mile radius that Weed and Frenesi tried to slip away 
for a quiet minute, there at some nearby table would be the silent, 
staring Dr. Larry Elasmo, or a person wearing, like a coverall 
and veil, his ubiquitous screen image, grainy, flickering at the 
 edges  .... (227)
ここで注 目すべ きことは、"grainy, flickering"と い うノイズが強調す るよ
うにWeedを 追 いか けるDr. Elasmoの 姿 は彼 が少 な くと も一度 は目撃 した
本人 で はな く、TVコ マー シャルに よって刷 り込 まれ た画面上 の イメー ジに
置 き換 わ ってい ることで ある○ このElasmoの 遍 在性 は、 ち ょうど彼 の不気
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味 なイメー ジが、TVと い う映像 メデ ィアを通 じてCalifornia中 に浸透 して
い る こと と対 応 して い る。 よ って現実 で のElasmoと の遭遇 は、 Weedに
とってすで に脳裏 に焼 きっいて いる映像 イメ ージを喚起す るための刺激 に過
ぎな か った と考 え られ る。 またElasmoの オ フィスの ある廃嘘 のよ うな世 界
が、 現実 と"an entirely different order of things"(228)が 支配 す る異界
と して描 かれて いる こと、 そ こで行 われる 「治 療」 も現実 感を ま った く欠 い
た悪 夢 を思 わせ る ことに も注 目 した い。 そ して そ のオ フィスの あ る ビルが
"agutted former public, perhaps federa1, building"(227)で あ る ことは、
Elasmoが 仕 え る国家権 力の世界 が、 市民 にと って死者の世 界の よ うに、 ま
たその 幽霊 の よ うに ど こにで も入 りこみ メデ ィア(も しくはmedium「 霊
媒」)を 通 じて監視 す る視線 が死者 の もの のよ うに感 じられ る ことを示 して
い るので はないだ ろ うか。
 国家権 力 の抑 圧装 置 と しての警官 が、Elasmoの 例 と同様 に生 身 の人 間 と
い うよ り映像 メデ ィア上 のイメ ージと して知覚 され る例 もあ る。転 向 したか
って の過激派 と してFBIの"Witness Protection"(27)の もとに置かれて
い るFrenesiは 制 服姿 の警 官 に性 的興 奮 を 感 じる性 癖 が あ るが、彼 女 が
刑 事 もの の ドラ マ の 再 放 送 を見 て い た と き に"1arge, handsome U, S.
marshal"(84)が 彼女 を訪 れ るとい う"the Primal Tubefreek miracle"
(84)が 起 こる。 だが彼 女 にはその警官が さ っきまで見ていた ドラマ と同様
に"broken up into little dots like pixeis of a video image, only
squarer"(84)と い うよ うに、 ス ク リー ン上 の解像度 の低 い映像 の よ うに見
え、 その直後 彼女 は、訪 ねて きた友人が ひそか に体制側 と通 じてい るので は
な いか と考 え る よ うにな る。PynchonはOrwellの序文 の 中で"televised
`crime dramas'"(xiv)を"forms of social control"(xiv)と みな してい
るが、確 かに これ らの ドラマは視聴者 に絶 えず権力 による管理 を意 識 させ る
と言 う意 味で、彼 らを コ ン トロール して いると言 える。
 これ らの例 を考 え る と、Pynchonが 描 いた1984年 は、 Orwellの 小 説 の
デ ィス トピアを超え て しまってい ると言え るので はないか。確か に この時代
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の社会情勢 や技術 を考え る とNineteen EightyFourのtelescreenのよ うな
監 視装置 は存在 し得 な い。 しか しDavid Thoreenが"people who are
watching do not need to be watched"と 指摘 す るよ うに4)、国民全員 が映
像 メデ ィアの中毒 といえ るア メ リカで は もはやtelescreenが 必要 ない段階
に達 して しま った の で はな いだ ろ うか。死 せ る兵 士、Nixonの 巨像、 Dr.
Elasmoの 視線 に共通 す るの は、見つ め る者 を困惑 させ るよ うな不 気味 さで
あ る。視聴者 は遍在 す る、実体 な き詮 索す る 目の イメー ジに取 り囲まれ、実
際 には根拠 がないに もかかわ らず、常 に監視 されて い るとい うパ ラノイァを
抱 くよ うにな ってい る。
 パ ラノイア は探求 と並 んでPynchonの 作 品 の多 くを特 徴付 ける重要 な要
素 で あ るが、V=?elandと それ以 前 の3作 品 の 間 で は そ の扱 いが 大 き く異
な って い る。 David Cowartは それを形 而上 的なパ ラノイアか ら政治 的、
ローカ ルな ものへ の変化 であ ると論 じて いる5)。 つ ま りV.,The Crying of
Lot 49, Gravity's Rainbowに お いてパ ラノイア は主人公 の探 求 と対 を成 す
もので あ り、歴史や彼 らの行動 を支配 す る不可視 の力 を幻視 す る ものであ っ
たが、Vinelandで はその力 はすで にBrock Vondが 体現 す る国家権 力であ
ることが分か って いる。 その結 果 と して 「何が」支配 して い るかで はな く彼
が体現 す る国家権力が 「ど うや って1市 民 を支配 して いるか の ほうがパ ラノ
イ アの対象 にな って いる と言 え る。 さ らにそのパ ラノイアは探 求を行 う主人
公 だ けで はな く、合衆国 の全市民 に及ん でい る。
 Vinelandに おいてパ ラノイ アは、市民 を動 揺 させ、管理 しやす くす るた
めの手 段 と して圧制者 に利用 されて いる。 それ は我 々の現状 を正 し く把握す
る能力 を奪 い、疑心 暗鬼 に陥 らせ るか らだ。BrockはPR3を 崩 壊 させ る際
に、 リーダーのWeed Atmanが"an FBI plant"(234)で ある という偽 の
情報 を流 し、 ほかの メ ンバ ーを政府 の資金 を使 って買収 す る。 その結 果 は以
下 の とお りであ る。
 ... betrayal became routine, government procedures for it so
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simple and greased that no one, Frenesi was finding out, ... could 
be considered safely above it ... with money from the CIA, FBI, 
and others circulating everywhere, leaving the merciless spores of 
paranoia wherever it flowed, fungoid reminders of its passage. 
(239)
BrQckの 陰謀 は功 を奏 し、 PR3は 内部 か ら崩壊 し始 め る。学 生 たちが、友
人が同志な のか裏 切 り者 か ど うか判 別で きない、"total paranoia"(239)に
陥 ったか らだ。
 Brockは また、 ひそか に監 視 されて いる とい う印象 を与 え る事 によ って、
人々を恐 怖 させ、 管理 す ることの達人で もあ る。Frenesiと 一緒 に モーテル
の部 屋 にいる とき、狸寝 人 りを した彼 は 「密か なまなざ しJに よって彼女 を
死 ぬ ほどお びえ させ る。
 ... she leaned in to whisper to him her heart's overflow, and saw 
in the half—light that what she'd thought were closed eyelids had 
been open all the time. He'd been watching her. (217)
ま たPrairie, DLと24 fpsの 残 党 の 一 人DitzahがFrenesiにっ い て の フ ィ
ル ム を 観 て い る と き に も 同 じ こ と が 起 き る 。 か つ て の 同 志Mirageか ら警 告
の 電 話 を 受 け た 彼 女 た ち は 、 電 話 がBrockに よ っ て 盗 聴 さ れ て い る 可 能 性
を 考 え る。DLはFMラ ジ オ を 使 っ て す ぐ に 盗 聴 器 を 発 見 す る が 、 そ れ は
"the unit
, clunky even by 1984 standards, definitely low-end, wires
showing and so fQrth"(264)とい う代 物 で あ っ た 。 こ の ぞ ん ざ い な 仕 事
に 驚 き 、"the realist wing of 24 fps"(198)で あ るDLで さ え も次 の よ う
に 動 揺 しDitzahに"We're probably just being paranoid"(264)と言 わ
せ て し ま う 。
"Typical Brock Vond
, f' sure-pure contempt. But this was still too 
easy to find. They've been using more up around 457, 467
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megahertz. So either we were meant to find this, or I don't even 
like to say it, they've suddenly started developing so many bugs 
they ran out  of em, had to start using the cheap stuff." (264)
たった一つの旧式の盗聴器がもた らした効果は大 きく、彼女たちはその背後
にFrenesiが 感 じたようなBrockの 「密かなまなざ し」を感 じ恐怖す る。
監視のための装置は、たとえ役に立たなくても威圧 と言 う別の目的のために
十分に機能するのである。
 Dr. Elasmoの 例 で も 見 た よ う に 、 パ ラ ノ イ ア に よ る 支 配 は 映 像 メ デ ィ ア
と 結 び っ く こ と に よ つ て よ り 強 力 な も の と な る 。 合 衆 国 政 府 の 作 戦 で あ る
CAMP(Campaign Against Marijuana Production)は 、 マ リ フ ァ ナ の 産
地 で あ るVineland郡 の 住 民 の 抵 抗 を 、 メ デ ィ ア を 利 用 し て そ の 力 を 誇 示
し、 パ ラ ノ イ ア を 誘 発 す る こ と に よ っ て 弱 体 化 す る 。 そ の 士 官 た ち を 率 い る
の は か つ て の 軍 服 で 正 装 し た"the notorious Karl Bopp, former Nazi
Luftwaffe officer and subsequently useful American citizen"(221) と
い うtelegenicな 人 物 で あ り、 ま た そ の ス ポ ー ク ス マ ン役 の 保 安 官 は 、 マ リ
フ ァ ナ の 干 草 を 焼 き 払 う火 炎 放 射 器 を 構 え た 勇 姿 が 、 夕 方 の ニ ュ ー ス で 季 節
の 風 物 詩 に な っ て い る (220―221)。 住 民 た ち は 彼 ら の 威 圧 に お び え 、 混 乱
し、 そ の 結 果``Mental―health clinics ail over the country reported
waiting lists. Seasonal speculation arose as to who might be secretly
on the CAMP payroll this year"(222)と 、 崩 壊 前 のPR3と ま つ た く同 じ
よ う な 状 況 に な っ て し ま う○





植え付けておこうとしていたのではないか。 そ して80年 代に入 ると、 こう
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い った手段 はテ クノ ロジーの発展 に伴 い よ り巧妙 に、効率 的 に進化 した。木
原善彦氏 が密告者Flashの"Anytime you use a credit card you're tellin'
the Man more than you meant to."(74)と い う言 葉を その例 として論 じ
てい るような6)、人 々が デー タの集積 と して権 力 にコ ンピュー ターで管理 さ
れてい る"lnfo Revolution"(74)の 時代 では、 パ ラノイ アを誘発す るの に、
もはや冒頭 で引用 した死者 の追 いかけ る目の よ うな露骨 な装 置 は必要 と され
ない。潜在 的 にはだれで も監視 の対象 にな って いる時代で は、全米 に くまな
く浸透 した映像 メデ ィアの力 を利用 し、少 し刺激 を与 えるだ けで人 々は容易
にパ ラノイ アに陥 る。だ か らこそHectorは まった く根拠 がな いに もかか わ
らず、ふ と した き っか けでTVに 監視 され て い るよ うに感 じるので はな い
だ ろ うか。
II
 小説で描 かれ る60年 代 は ドラッグや瞑想 によ ってalternative realityを
体験す るこ とが珍 し くなか った ことは、Frenesiが 自分が人生 の道 を踏 み外
したことを"as if on some unfamiliar drug, she was walking around
next to herse!f, haunting herself, attending a movie of it all"(237)と
た とえて い るこ とか ら分 か る。 主要登場人物 の何人 か は、 この ような肉体 と
精神 の分離 、 い わゆ る幽 体離 脱 や それ に類 す る もの を(特 にZoydは 何度
も)経 験 して い る。Frenesiの 裏 切 り に よ り暗 殺 さ れ たWeedが 死 後
Thanatoidと な って彼女 に取 り付 くように(365、 この場面 で は彼 はゾ ンビ
と言 う よ りむ しろ亡 霊 と して 描 か れ て い る)、Zoydも ま た彼 を 捨 て て
Brockの 元 に 走 っ た元 の妻 で あ るFrenesiを 求 め て何 度 も"the astral
night flights"(59)を 繰 り返 す。
Now and then, when moon, tides, and planetary magnetism were 
all in tune, he went venturing out, straight up through the third
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eye in his forehead, into an extraordinary system of transport 
whereby he could go gliding right to wherever she was, and 
incompletely unseen, sensed just enough to be troublesome, he 
then would haunt her, for as long as he could, enjoying every 
squeezed-out minute. (39  -  40)
しか しその体験でも、Frenesiの 姿にもやがかか っていたり (60)、 居場所
を突き止めようと住所を示す標識を見て もそれが読めなか ったりと(40)彼
女の現在の姿を見ることはできない。だが こういった体験が単なる妄想に過
ぎな くて も、それが生まれた背景を考察することで、80年 代アメリカのも
う一っの 「死者のまなざし」の例が浮かび上がってくるだろう。
 Zoydは 彼 の幽 体離脱 体 験 をPrairieに 説 明 す る と きに、 SFド ラマStay
Trekの"beaming up"(345)、 す なわ ち 「転送」(物 質 を瞬時に指定 した
場所 に送 ること)を 引 き合 いに出 して、"lt's like Mr. Sulu laying in
coordinates, only different"(40)と 説 明 して いる。 この ことは幽体離脱
体験が"the third eye in his forehead"が 示唆 す るよ うな60年 代 に流 行 し
た東洋 思想 だ けでな く、80年 代 の映像 メデ ィアテ ク ノ ロジーの発 展 の影響
を受 けてい ることを示 して い るか もしれ ない。 なぜ な らそ の時代 にな って先
進国 の人 々は、 「転送 」 のよ うに肉体 は無 理で あ るが、 自分 のイメー ジや視
界 を瞬 時にあ らゆ るところに送 る ことがで きる(様 な錯 覚 を与 える)技 術 を
手 に入 れたか らであ る。
 Vinelandを マルチ メデ ィア時代 の文学 と して論 じて い る上 岡伸 雄氏 は、
この作 品 と1984年 に 出版 され た サ イバ ー パ ン ク小 説 の元 祖、William
GibsonのNeuromancerとの い くっ かの類似 点 を指摘 してい る7)。た とえ ば
Prairieは 母親 にっ いて の情報 を得 るため にDLの 所属 す る"the Sisterhood
of Kunoichi Attentives"(107)の 道場 の コ ンピュー ターにア クセ スす るが、
その体験 は単 にス ク リー ン上 の情報 を閲覧す るので はな く、以下 のよ うにサ
イバーパ ンク用語 で い う"jack in"、 コ ンピューターの仮想空 間に没入 す る
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ことのよ うに描 かれ てい る。
So into it [Frenesi's  file] and then on Prairie followed, a girl in a 
haunted mansion, led room to room, sheet to sheet, by the 
peripheral whiteness, the earnest whisper, of her mother's ghost. 
(114)
だが コン ピュー ターのよ うな当時はまだ一 般人に とって珍 しい テクノロ ジー
に頼 らな くて も、 もっ と身近 な装置 で人 々 は"jack in"の よ うな一 種 の幽体
離脱、 肉体 と精神 の分 離 を経験 して いるので はないか。 上岡氏 はまた、TV
中毒 の ゾ ン ビThanatoidが サ イバ ー ス ペー ス上 の 「ROM構 造 物」(コ ン
ピュー ター上で脳 の デー タと して生 き続 け る人 格)を 連想 させ、彼 らは 「八
〇年代 の情報 ネ ッ トワー クが あ って こそ存在 する ものの よ うに も思 われて く
る」 と指摘 して いるが8)、Neuromancerの コンピュー ター と情報 ネ ッ トワ一
クによ る肉体 の喪 失 や抑圧 は、Vinelandで はTVと 放送 の ネ ッ トワー クが
もた らして いるよ うに も思 え る。
 Zoydは 古 い友人 のVan Meterと 再 会 した時、 自分 にそ っ くりな彼 を見
て動揺 し、"Thought I was having a out-of―body experience for a
second."(316)と 言 ってい るが、 自分 のイ メー ジが一人歩 きす るのを見 る、
ドッペルゲ ンガー的体験 も一 種 の幽体離脱 と考 える ことがで きる。24fpsの
モ ッ ト一、"Acamera is a gun. An image taken is a death performed"
(197)が 示 す とお りに、 カメ ラはその被写体 を実体 のない イメージに変 えて
しまうことによ って、 あ る意 味で殺す ことになる。 その もっとも顕著 な例 は、
Zoydが 毎年行 う"transfenestration"(7)、つま り 「窓破 り」 の儀式 だろ
う。彼 の行 為 は待 ち構 え る何 台 ものTVカ メ ラに よ って 記録 され、晩 の
ニュースで スmモ ー シ ョン再生 され、物理学者や心理学者 とい った専門家
た ちに よ って分 析 され る。本 人 の記憶 にす らな い彼 の イ メー ジ、 あ るい は
「幽霊」 は彼 自身 か ら引 き離 されて、 娯楽 と して即座 に消費 され る商 品 と化
す。
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 ZQydの 肉 体 を 離 れ た 魂 に な つ て で もFrenesiの も と に た ど り着 き た い と
い う執 念 は 、 彼 がTVの ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て い た る と こ ろ に 出 没 す る イ
メ ー ジ に な る と い う妄 想 に 発 展 す る。 元 ミ ュ ー ジ シ ャ ンで あ る 彼 は 、 深 夜 の
TVシ ョ ッ ピ ン グ で ・some outrageous full-color tux"(36)を 着 て オ ー ル
デ ィ ー ズ の 失 恋 ソ ン グ か ら 成 る 彼 の ア ル バ ム 、"an anthology of torch
songs for male vocalist, called Not Too―Mean to Cry"(36)を 宣 伝 す る こ
と を 夢 に 見 る 。
 ... he'd take advertising space, late at night on the Tube, with a 
toll—free number flashing over little five—second samples of each 
tune, not only to sell records but also on the chance that Frenesi, 
up late some 3 : 00 A. M. out of some warm Mr. Wonderful's bed, 
would happen to pop the Tube on, may be to chase the ghosts 
away, and there'd be  Zoyd (36)
TVの ネットワークの力を借 りることの代償 として、 かってはサーフバ ンド
で演奏 し、 ドラッグや暴走族 とも大いに関わ りのある元 ヒッピーの彼が、皮
肉にも中高年の感傷を刺激する過去の名曲アンソロジーを売りつけるという、
利益重視の音楽産業の仕事に従事 している。たとえ第1章 で論 じた 「追いか
ける目」としてFrenesiに 付 きまとうことができて も、彼 はゆがめ られた
実体のないイメージになるだけでなく、それが嫌悪す る商業主義のために利
用されるという点で、二重の意味で 「殺 される」 ことになる。
 カメ ラだけでな く、TVや スク リー ンも視聴者 の身体 性を抑圧 し、 幽体離
脱 のよ うな体験 を させ る ことによ って、 彼 らを象徴 的 に殺 す こと にな る。
Vineland郡 で"the Tubal entrepreneurs"(319)が 地 域 を"Cable Zones"
(319)に 分割 しよ うと小競 り合 いを繰 り広 げたエ ピソー ドか ら分か るとお り
に、 この時代 はケ ーブルTVの 発 展 に よ って視 聴 者 が多 くのチ ャ ンネ ルの
選択肢 を手 に した 時代 であ る。 これ とTVの リモ コ ンの出現 によ り、 視聴
者 はzapping、 す な わ ちTakeshiが ホ テ ル の 部 屋 で"hit the Search
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button on the remote, and lay watching the channels crank by, two
seconds apiece"(160)とし て い る よ う に 、 リ モ コ ン で 自 動 的 に 、 あ る い
は 気 ま ぐ れ に 無 数 の チ ャ ン ネ ル を 渡 り 歩 く こ と が で き る よ う に な っ た 。
Pynchonは1993年 に 発 表 さ れ た 怠 惰 に っ い て の エ ッ セ イ"Nearer, My
Couch, to Thee"の 中 で 、 カ ウ チ ポ テ ト(ソ フ ァ ー に 座 つ て ポ テ トチ ッ プ ス
な ど を 食 べ な が らTVや ビ デ オ を 見 る こ と)に つ い て 論 じ、 リ モ コ ン と ビ
デ オ の 登 場 に よ り 視 聴 者 が"the illusion, the effect, of controlling, re.
versing, slowing, speeding, and repeating time-even imagining that
we can escape i?を 見 出 し た と 書 い て い る9)。 こ れ と 同 じ こ と が 空 問 感 覚
に っ い て も 言 え る の で は な い だ ろ う か 。 視 聴 者 はzapping中 に 、 肉 体 は ソ
フ ァ ― の 上 に 横 た え た ま ま 、 目 だ け を 無 数 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ て 世 界 の い
た る と こ ろ に 飛 ば す こ と が で き る 。 だ がzappingと い う擬 似 的 な 幽 体 離
脱 に 没 人 す る こ と は 、 我 々 の 身 体 感 覚 を 抑 圧 し、Thanatoidの よ う な 存 在
に 変 え て し ま う 危 険 が あ る 。 彼 ら は 先 述 の エ ッ セ イ に 出 て く る カ ウ チ ポ テ
ト ・キ ン グ の よ う に 一 日 の 大 部 分 をTVを 見 る こ と に 費 や し、 も は や そ れ
に管 理 さ れ て し ま っ て い る 。 ま た"food within the Thanatoid commu-
nity never bein'that big a priority"(170),"Housing's modular and
pretty underfurnished"(170)とい う よ う に 、 現 実 の 生 活 に は 無 関 心 で あ
る 。 さ らに はPrairieが 握 っ たWeedの 手 の 軽 さ に 驚 く よ う に(366)、 肉 体
を 失 い か け て い る 。 こ れ を 考 え る とDLの 暗 殺 技 に よ っ てThanatoidの よ
う なliving deadに な っ て し ま っ たTakeshiが 、 zapping中 にZoydの よ
う にTVの 中 に 別 れ た 妻 の 姿 を 見 る の も 幽 体 離 脱 の 一 っ の バ リ エ ー シ ョ ン
で は な い だ ろ う か 。
 Frenesiを 求 め るPrairieも ま た、 Zoydと 同 じよ うに映 像 メデ ィア に
よ って幽体離脱 のよ うな体験 をす る。母 の撮 った フィルムを観 てい るときに、
彼 女 はそ の映 像 に没入 す る こと によ って ま るで幽霊 にで もな った よ うに
Frenesiに 取 り付 こ うとす る。
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At some point Prairie understood that the person behind the 
camera most of the time really was her mother, and that if she 
kept her mind empty she could absorb, conditionally become 
Frenesi, share her eyes, feel, when the frame shook with fatigue or 
fear or nausea, Frenesi's whole body there, as much as her mind 
choosing the frame, her will to go out there, load the roll, get the 
shot. Prairie floated, ghostly light of head, as if Frenesi were dead 
but in a special way, a minimum—security arrangement, where 
limited visits, mediated by projector and screen, were possible. 
(199)
しか しこの体験 中Prairieは 思 い焦 がれ るFrenesiに 「な り」、 彼女 の肉体
感覚 を共 有 してい るよ うに さえ思 うが、Zoydと 同様 にそ の姿 を見 る ことは
で きない。Frenesiの カメラが彼女 の姿を記録 した唯一 の瞬間 は、 彼女 が仲
間 にカ メ ラを任 せて照 明 を担 当 したWeed暗 殺 の場面 で あ るが、 その姿 は
彼女 自身 が注 ぐ強 い照明 にさえぎ られて いる (247)。 またPrairieは ここで
母親 と強い一体 感を感 じたに もかかわ らず、物 語 の終盤 で の二人 の再会 はほ
とん ど会話 もな いまますれ違 うよ うに終 わ り、 物心っ いてか ら初 めて会 った
母 に対 す るPrairieの 感想 は"Oh...it's like meeting a celebrity."(375)
とい うよ うにま るで他人事の よ うであ る。 映画 とい う映像 メデ ィアを通 じて、
彼女 は 自分 の母 親を シミュ レー トす ることはで きたのだが、そ れは他者 と し
て現実 の母親 に向 き合 う ことにはっ なが らなか ったのであ る。 それ どころか
現実 の再 開の前 に彼女 につ いて の映像 を主 体 とした情報 を吸収 しす ぎた こと
は、母親 をcelebrity、 メデ ィアに よ って作 られ た虚像 と感 じさせ る ことに
よ り、 かえ って二人 の距離 を広 げて しまったので ある。
 「死者 の目を通 して見 る」 事 と、 それ に伴 う肉体か らの精神 の分離 とい う
モチ ー フが も っと も深刻 な結 果 を生 じさせ るのはDLとTakeshiの 出会 い
の場面 だ ろう。 東京 の売春宿 でBrock暗 殺 の ため にFrenesiに 変装 して い
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たDLの 元 に、 その情報 を察 知 したBrockは 彼 とそっく りなTakeshiを 事
情 を知 らせず に送 り込 む。DLは 変装 のたﾘに つ けてい た、度 数 の合 わ な
い借 り物 の青 い目 の コ ンタク トレンズのため にTakeshiをBrockと 思 い込
み、 相手 に一 年後 に死 を もた らす暗殺術"the Vibrating Palm, or Ninja
Death Touch"(131)を か けて しま う。 ここで これまでの議論 に とって重要
な ことは、DLが コ ンタク トレンズの持 ち主を、 組織 に殺 され た売春 婦、"a
hooker"(152)と して想像 す る ことである。
She never found out for sure, but had come to believe that the 
lenses had been taken from the eyes of a dead person. That 
furthermore she had been intended to witness her own act of 
murder through the correction to just this person's eyesight. (152)
Jos餃iste Noyaは 、 変装 はDLをFrenesiの 「幽霊」 す なわ ち シ ミュ レー
シ ョ ンに 変 え、 この コ ン タ ク ト レンズ は も う一 人 の シ ミュ レー シ ョ ン
TakeshiをBrockと 誤 解 させ る もので あ ると指 摘 してい るlo)が、 そ の議 論
は これ まで論 じて きた映像 メ デ ィア による幽体離 脱 に展 開 で き る。DLが
Brockを 売 春 宿 の部 屋 で待 って いた ときに、彼 女 は現 実感 覚 を失 い、 自分
が本 当 は精神 病 院の患 者 で 今の状 況 を妄想 して い るので はな いか と考 え る
(141)。 さ らに後 にTakeshiが か らか うよ うに(382)、 彼 女 は暗殺 の奥義 に
集 中す るあ ま りに セ ックスか ら感 じるはずの性 的快楽 を意 識 か ら遠 ざ けて
いた。つ ま り、彼 女 は身体 的 感覚 を抑圧 し、死 者 の 目を通 してFrenesiと
Brockの セ ックスを非 現実 の行為 と して覗 き見 していた ので あ る。 ま るで
この後 に自分 の犯 した過失 に シ ョックを受 けた彼女 が、現実 逃避 のため に道
場 の"the Regression Room"(153)に もぐりこみ朝 まで延 々 とTVの 深夜
映画 を見 ていた よ うに。
 ここまでの議 論か ら、 メデ ィア社会 の住民の スク リ― ンを見 っめ る視線 は
も う一 っの 「死 者 のまな ざ し」 とい うことがで きるのではないだ ろ うか。多
チ ャ ンネル化 や ビデオデ ッキの発 達 とと もに、TVに 代表 され る映像 メデ ィ
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アに没入 す ることで、視聴者 は時間や空聞 を超越 し自分 の望 む もの を見 るこ
とが で きるよ うな感覚 を持 つ ことが可 能 にな った。 これ がZoydやWeed
が幽体離 脱 して、第1章 で論 じた 「追 いか ける 目」 と してFrenesiに 付 きま
とい監視 す るよ うな感覚 を持 つよ うにな った理 由で はないだろ うか。だ がそ
れ は虚構 の体験 と引 き換 えに、私 たち に身 体性 を放 棄 しThanatoidに 近づ
く事 を要求す る。TakeshiがTVに っ いて"lf mediated lives, he figured,
why not mediated deaths?"(218)と 考 え るよ うに、 その スク リー ンか ら
見っ め る監視の視線 も、 ス ク リー ンを見 っめ る視聴 者 の視線 も共 に死 の影 を
帯 び るこ とは避 け られないよ うであ る。
 本論 で はOrwellの"The two―way telescreen"(xiv)に 対 して受信 しか
で きない80年 代 のTVや 映画 な どの映像 メデ ィアが、パ ラノイアを誘発 し
身体 性 を奪 うことで市民 の抑 圧装 置 と して利用 されて きた事 を考察 して きた。
だが この考察 も現在 のメデ ィアと支配 に関す る諸 問題 に対 して、 どれほ どの
効 力 を もっだ ろ うか。Vinelandが 出版 され た1990年 か らOrwe11の 序文 が
書 かれ た2003年 までの13年 間で、 メデ ィアをめ ぐる状況 は激 変 したか らだ。
パ ソコ ンの急速 な普及 によ る、一 方的 に情 報 を受 け取 るだけでな く個人 が望
む情報 を選択 し自ら発信 もで きる新 しいメ デ ィア、 イ ンターネ ッ トの出現 で
あ る。
 か っ て1984年 にPynchonが エ ッ セ イ 、"ls It OK to Be a Luddite?"ll)
で 人 々 の 解 放 の た め の 道 具 と な り え る と 希 望 を 抱 い て い た 新 し い テ ク ノ
ロ ジ ー で あ る コ ン ピ ュ ー タ ー が 、 現 在TVが か つ て 占ﾘて い た 地 位 を 奪
い っ つ あ る。 だ が そ れ は 場 合 に よ っ て は 映 像 メ デ ィ ア に よ る 支 配 か ら の 開 放
を も た ら す ど こ ろ か 、 そ の 逆 の 結 果 す ら 招 き か ね な い 。Orwellの 序 文 の 中
でPynchonは イ ン タ ー ネ ッ トを"a development that promises social
control on a scale those quaint old twentieth‐century tyrants with
their goofy moustaches could only dream about"(xv)とみ な して い る
よ う に 、 そ れ はTVよ り強 力 な 管 理 の 手 段 と な り え る か ら だ 。
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現 にインターネットを通 じての個人情報の流出は毎 日のように報道され、
た とえばGoogle Earthの よ うな驚異的な リア リテ ィを持 った仮想現 実 は、
zappingを はるか に超えた没入感 を もた らし中毒者 を生 み出 してい るよ
うであ る。 こ うい った現代 の状 況か ら判 断す るとGyavity's Rainbowで の
ロ ケ ッ ト、Vinelandで のTVに 続 く テ ク ノ ロ ジ ー 、 コ ン ピ ュ ー タ ー も す で
に 「彼 ら」 の手 に落 ちて しま ったか も しれ な い。 マスメ デ ィアか ら徹底 的
に距離をとり、その結果幽霊な らぬ透明人間になったかに見えるPynchon
は、The S?psonsで 被 って い た紙 袋 に開 け られ た穴 を通 して この"lnfo
Revolution"後 の世 界 に何 を見て い るのだ ろうか。
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